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自
然
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や
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し
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志
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こ
の
調
査
は
、
本
年
八
月
に
外
国
人
市

民
を
含
む
三
千
六
百
人
を
対
象
に
、
西
暦

二
○
一
○
年
を
目
標
年
次
と
す
る
新
し
い

芦
屋
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
第
三

次
総
合
計
画
の
基
礎
資
料
と
し
て
行
っ
た

も
の
で
、
住
み
心
地
、
定
住
意
向
、
本
市

の
将
来
像
や
今
後
の
重
点
施
策
な
ど
二
十

二
項
目
に
つ
い
て
の
集
計
結
果
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
。
こ
の
調
査
の
結
果
は
、
市
民

参
画
で
作
業
す
る
総
合
計
画
の
素
案
作
成

秋まつりを開催
　10月17日、精道小学校で秋まつりが開催され、子ども

にぎ

みこしやだんじり等、約３万人の人々で賑わいました。

部
会
な
ど
で
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
調
査
は
、
郵
送
に
よ
り
行
い
、
二
千
百

二
十
六
通
（
実
質
回
収
率
六
○
・
○
％
）

の
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
こ

れ
ま
で
三
回
の
総
合
計
画
策
定
時
の
調
査

で
最
も
高
い
回
収
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問い合わせ　市議会事務局　138-2001

向
を
示
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
震
災
以
前

の
平
成
四
年
実
施
の
『
芦
屋
市
世
論
調

査
』
（
八
八
・
二
％
）
と
の
比
較
で
は
、

わ
ず
か
で
す
が
少
し
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　
住
み
続
け
た
い
理
由
は
、
「
豊
か
な
自

然
に
恵
ま
れ
て
い
る
」
「
通
勤
・
通
学
・

買
い
物
等
の
交
通
が
便
利
」
が
、
い
ず
れ

も
四
十
パ
ー
セ
ン
ト
台
で
、
「
地
域
イ

メ
ー
ジ
が
良
い
」
（
三
二
・
八
％
）
を
含

め
、
本
市
の
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
住
宅

都
市
と
し
て
の
特
徴
を
表
し
て
い
ま
す
。

　
都
市
の
将
来
像
で
は
、
図
２
の
よ
う
に

「
…
安
全
・
快
適
で
閑
静
な
住
宅
都
市
」

（
七
一
・
四
％
）
、
「
…
自
然
と
調
和
し

た
都
市
」
（
五
七
・
九
％
）
、
「
…
す
べ

て
の
人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
都

市
」
（
五
一
・
六
％
）
が
高
い
比
率
を
示

　
本
市
の
住
み
心
地
は
、
「
非
常
に
住
み

よ
い
」
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
住
み
よ
い
」

を
合
わ
せ
る
と
八
三
・
五
％
で
高
い
満
足

度
を
示
し
、
図
１
の
よ
う
に
「
永
住
し
た

い
」
「
当
分
住
み
続
け
た
い
」
を
合
わ
せ

る
と
、
八
四
・
二
％
の
人
が
定
住
す
る
意

第
３
次
総
合
計
画
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
報
告
（
概
要
）

　
市
民
の
市
政
へ
の
関
心
度
は
、
「
大
い

に
関
心
が
あ
る
」
「
や
や
関
心
が
あ
る
」

を
合
わ
せ
る
と
約
七
割
で
、
一
方
「
ま
っ

た
く
関
心
が
な
い
」
「
あ
ま
り
関
心
が
な

い
」
は
約
二
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
政

へ
の
参
画
意
向
は
、
「
ア
ン
ケ
ー
ト
で
十

分
」
（
二
一
・
八
％
）
、
「
議
員
や
専
門

家
に
ま
か
せ
る
」
（
一
四
・
六
％
）
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
懇
談
会
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
何
ら
か
の
形
で
参
加
し
た
い
、

意
見
を
述
べ
た
い
と
答
え
た
人
は
全
体
の

約
半
数
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
活
動
へ
の
参
加
意
向
は
、
約
七
割

の
人
が
「
内
容
次
第
で
参
加
す
る
」
と
答

え
、
参
加
で
き
な
い
理
由
と
し
て
は
「
機

会
や
情
報
が
足
り
な
い
」
が
、
ト
ッ
プ
を

占
め
て
い
ま
す
。

回
収
率
は
60
パ
ー
セ
ン
ト

平成11年 第5回 市議会定例会
日程をお知らせします

　平成11年第５回定例会は、11月26日（金）
に招集され、12月21日（火）までの日程で
開催する予定です。本会議・各委員会の予
定は下記のとおりです。傍聴を希望される
かたは、日程が変更になることがあります
のでお確かめのうえ、ご来場ください。

約
７
割
の
人
が｢

復
興
し
て
い
る
」
と
回
答

図１

①調査対象　住民基本台帳登録の15歳以
上を無作為抽出した3,600人
（外国人市民を含む）

②調査期間　平成11年8月11日～23日
③調査方法　郵送方式
④回収状況　回収数　2,126通

回収率　59.1％
実質回収率　60.0％
（実質配布数3,542通）

調査の概要 図３

し
て
い
ま
す
。

　
行
政
に
対
す
る
具
体
的
な
要
望
は
、
自

然
破
壊
の
防
止
や
都
市
公
害
対
策
（
四

二
・
五
％
）
、
高
齢
化
対
策
（
三
九
・
七

％
）
、
「
防
犯
対
策
」
（
三
六
・
五
％
）
、

老
人
の
福
祉
対
策
（
三
四
・
一
％
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。
欲
し
い
、
充
実
さ
せ
た

い
施
設
は
、
自
然
遊
歩
道
（
四
一
・
三

％
）
、
老
人
福
祉
施
設
（
三
四
・
八
％
）
、

図
書
館
（
二
四
・
四
％
）
、
駐
車
場
（
一

八
・
九
％
）
と
続
い
て
い
ま
す
。

問：ずっと芦屋市に住んでいたいと思いますか

図２
問：将来芦屋市がどのような都市になれ
ばよいと思いますか

　
震
災
復
興
の
達
成
度
に

つ
い
て
は
、
図
３
の
よ
う

に
「
ま
ず
ま
ず
順
調
な
復

興
」
と
答
え
た
人
が
五
割

強
で
最
も
多
く
、
「
予
想

以
上
の
復
興
」
と
合
わ
せ
、

六
五
・
八
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
一
方
、
「
遅
れ
て

い
る
部
分
が
多
い
」
「
遅

れ
て
い
る
」
を
合
わ
せ
る

と
一
六
・
六
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

問：震災後の芦屋市の復興状況につ
いてどのようにお考えですか

▽11月25日（木）【議会運営委員会】
▽11月26日（金）
【本会議】議案提案説明等
【決算特別委員会】概要説明、資料請求
▽11月29日（月）～12月２日（木）
【各常任委員会】補足説明、質疑、討論、採決
▽12月３日（金）・６日（月）・７日（火）
【決算特別委員会】補足説明、質疑、討論、採決
▽12月９日（木）【議会運営委員会】
▽12月10日（金）・13日（月）
【本会議】一般質問等
▽12月20日（月）【議会運営委員会】
▽12月21日（火）
【本会議】委員長報告、討論、採決等

定
住
意
向
は
８
割
を
超
え
る

約
半
数
が
市
政
に
参
加
し
た
い

将
来
の

都
市
像

問
い
合
わ
せ
　
企
画
財
政
部
総
合
計
画
策
定
事
務
局
　
1
#8 

２
１
１
１

　
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）

に
刊
行
さ
れ
た
地
誌
『
芦
屋
村

誌
』
に
は
、
芦
屋
川
に
か
か
る

え
い
ほ
ば
し

か
い
も
り
ば
し

橋
と
し
て
永
保
橋
・
開
森
橋
・

か
わ
ら
け
ば
し

瓦
器
橋
の
三
つ
の
橋
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
唯
一

石
造
り
の
橋
が
、
永
保
橋
（
現

芦
屋
川
橋
）
で
す
。
同
誌
に
は

「
本
村
ノ
南
方
芦
屋
川
ニ
架
ス

国
道
第
一
等
道
路
ニ
属
ス
、
石

造
ニ
シ
テ
長
サ
二
四
間
巾
壱
丈

「精道村道路元標」

　浜風小学校の６年生
が、５月20日に若宮遺
跡の発掘調査を見学し
ました。若宮遺跡は、
若宮町に所在する縄文
時代から江戸時代の遺
跡です。これまでに弥
生時代の竪穴住居や中
世（鎌倉～室町時代）
の田畑跡が見つかって

います。縄文時代終わり頃の土器と弥生時代の最も古い土器が同
じ場所から出土しており、市内で稲作文化が定着した場所であっ
たと考えることができます。
　浜風小学校の６年生が遺跡を訪れたときは、ちょうど中世（14
世紀頃）の畑跡を調査しており、牛耕に伴う牛がをひいた跡や牛
の足跡などを見ることができました。発掘したところの地層をみ
ながら、宮川の洪水で運ばれた砂の層と耕作土が順番に堆積して
いることや、地面がだんだん高くなって現在の地面になっている
ことなど、説明を受けました。また、これまでに若宮遺跡から出
土した縄文・弥生時代の土器や石器、中世の刀の金具も現地で展
示しました。生徒からは「弥生時代の石包丁をつくる石材は決
まっていたのですか」などの質問もありました。
　遺跡見学の感想文には、初めて遺跡の発掘調査をみたこと、市
内に遺跡が多くあることや発掘調査が行われていることを知らな
かったことが書いてありました。教科書にのっている写真でしか
見たことのない遺跡や土器を間近に見ることができて、とても感
激していた生徒もいました。数百年前の牛の足跡がくっきり残っ
ていることにびっくりした生徒もいました。数百年前の地面に立
てたことに感動した生徒もいたようです。
　市内には、多くの遺跡や文化財があります。今回の見学で、芦
屋市の歴史を身近に実感してもらい、芦屋市の長い歴史と埋蔵文
化財の大切さを感じるきっかけになればと思います。

 第15回芦屋市立中学校英語祭
　市立中学校の生徒が、日頃の英語学習
の成果を発表します。
日　時　11月19日（金）午後３時20分開演
会　場　市民センター301室
内　容　①英語暗唱・スピーチ

②市立中学・高校生海外派遣の
　報告
③作品などの展示

日　時　定例会：第１金曜日
臨時会：第３金曜日
午後４時～

会　場　教育委員会室（北館４階）
＊開催日時は変更される場合があり
ます。

　10月16日、各小中学校の児童・生徒11組による自由研究発表大会
を市民センターで開催しました。自分で課題を見つけて調査研究し、
その結果を液晶プロジェクター・教材提示装置・スライド・パソコン
等を使って分かりやすく発表しました。
研究発表者　小学校の部

①塩について 精道小学校６年 榎　菜津美
②ダイコンおろしと消化との関係 宮川小学校６年 並河　薫
③私の盲腸てん末記 山手小学校６年 櫻井　要
④介助犬と社会のかかわり 岩園小学校６年 武山　絢香
⑤地球環境 朝日ヶ丘小学校６年 三輪　翔
⑥芦屋のバリアフリー 潮見小学校６年 大西　佑奈

高橋　智恵
⑦放射線の研究 打出浜小学校６年 肥田　優希
⑧浜風小学校の大気を守る樹木の働き

浜風小学校６年 尾村　真衣
研究発表者　中学校の部

①紙の折り方と強さ 精道中学校１年 加藤　茜
②廃油から石けんを作る研究 山手中学校２年 一番ヶ瀬　亮
③ポップコーンの研究～ポップコーンのふくらむなぞ～

潮見中学校２年 松沢　緑

　
ま
だ
暑
さ
の
残
る
十
月
一
日
か
ら
四
日

に
か
け
て
恒
例
の
「
自
由
研
究
・
教
育
活

動
展
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
連
日
多
く
の
か
た
が
た
が
参
観
さ
れ
、

四
日
間
で
七
百
人
を
超
す
に
ぎ
わ
い
を
見

せ
ま
し
た
。
土
曜
日
や
日
曜
日
に
は
、
お

じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
と
待
ち
合
わ
せ

て
、
家
族
一
緒
に
参
観
さ
れ
る
光
景
を
多

く
目
に
し
ま
し
た
。
お
孫
さ
ん
の
案
内
に

う
な
ず
き
な
が
ら
、
何
度
も
何
度
も
参
観

さ
れ
る
姿
は
、
孫
の
成
長
の
喜
び
を
か
く

し
き
れ
な
い
様
子
で
、
会
場
が
和
や
か
な

雰
囲
気
に
つ
つ
ま
れ
ま
し
た
。

　
教
育
活
動
展
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
市
立
幼

稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
の
一
年
間
の
教

育
活
動
の
様
子
を
写
真
に
よ
り
紹
介
し
ま

し
た
。
展
示
方
法
等
、
各
学
校
園
の
特
色

が
で
て
お
り
、
参
観
者
の
か
た
か
ら
は
学

校
の
様
子
が
よ
く
分
か
る
と
好
評
で
し
た
。

　
自
由
研
究
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
自
分
な

り
に
課
題
を
見
つ
け
て
調
査
研
究
し
模
造

紙
な
ど
に
ま
と
め
た
研
究
が
百
六
十
一
点

あ
り
、
ど
の
研
究
に
も
子
ど
も
の
柔
軟
な

思
考
が
あ
ふ
れ
長
期
間
の
休
み
に
し
か
で

き
な
い
研
究
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
ア
イ

デ
ア
あ
ふ
れ
る
立
体
作
品
は
百
六
十
三
点

あ
り
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
電
池
を
使
っ
て

ア
ニ
メ
の
主
人
公
を
作
っ
た
り
、
楽
し
い

遊
園
地
を
作
っ
た
り
と
、
子
ど
も
た
ち
の

豊
か
な
発
想
に
う
な
る
ば
か
り
で
し
た
。

　
「
力
作
ば
か
り
。
子
ど
も
た
ち
の
苦
心

の
様
子
・
楽
し
い
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
み
ん
な
が
夢
を
も
っ
て
将
来
を
輝

か
し
い
も
の
に
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
」
、
「
子
ど
も
た
ち
の
自
由
な
発

想
や
創
造
力
が
感
じ
ら
れ
、
見
て
い
る
私

も
楽
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
」
、

　２学期は、子どもたちが自分の興味・関心に応じて自己学習をし、たくましく豊か
に成長していく時期です。10月には「自由研究・教育活動展」「各校研究発表会」
「運動会」が開催され、自分の力を発揮しました。

自
己
学
習
の
成
果
と
各
学
校
園
の
特
色
が
見
ら
れ
た

第
20
回
自
由
研
究
・
教
育
活
動
展

数百年前の地面に立って感動
浜風小学校　若宮遺跡発掘調査を見学

力作が並ぶ「自由研究・教育活動展」会場
学芸員から若宮遺跡の説明を受ける浜風小学校の
６年生児童

「
中
学
校
の
紹
介
が
と
て
も
興
味
深
か
っ

た
。
他
校
の
様
子
も
わ
か
っ
た
」
、
「
そ

れ
ぞ
れ
の
課
題
を
考
え
て
、
観
察
、
製
作

し
た
結
果
を
見
て
感
銘
し
ま
し
た
」
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
家
庭
・
地
域
の
み
な
さ
ん
と
連

携
を
図
り
、
学
校
園
の
創
意
を
生
か
し
た

教
育
活
動
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

第20回自由研究発表大会

教育委員会の開催日

タ
リ
」
と
あ
り
ま
す
（
一
間
は
約
一
・
八
ｍ
、
一
丈

は
約
三
ｍ
）
。
こ
の
橋
は
、
江
戸
時
代
、
「
浜
街
道
」

（
芦
屋
の
一
番
海
に
近
い
と
こ
ろ
を
東
西
に
通
じ
て

い
た
道
）
に
か
か
っ
て
い
た
橋
で
す
。

　
「
浜
街
道
」
は
の
ち
に
道
路
整
備
が
行
わ
れ
県
道

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
頃
に
建
て
ら
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
「
精
道
村
道
路
元
標
」
が
、
現
市
役
所
南
側
に

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
道
路
元
標
は
路
線
の
起
点
・
終

点
ま
た
は
経
過
地
を
表
示
す
る
も
の
で
、
各
市
町
村

に
一
石
置
き
、
府
県
知
事
が
定
め
た
位
置
に
建
設
さ

れ
た
大
切
な
も
の
で
し
た
。
そ
の
後
、
こ
の
道
は
国

道
と
な
り
芦
屋
第
一
の
交
通
路
と
し
て
の
役
目
を
果

た
し
ま
し
た
。
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
、
こ

の
道
路
は
第
二
阪
神
国
道
と
な
り
、
橋
の
名
前
は
改

名
さ
れ
、
今
は
芦
屋
川
橋
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
永
保
橋
の
名
前
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
は
っ

き
り
と
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
小
字
名
か
ら
付
け
ら
れ

た
名
前
で

は
な
い
こ

と
は
確
か

で
す
。
開

森
橋
・
瓦

器
橋
は
周

辺
の
小
字

名
か
ら
付

け
ら
れ
て

い
ま
す
が
、

こ
の
橋
の

周
辺
の
小

字
名
は
、

平
田
・
樋

ノ
口
と
呼

ば
れ
て
い

ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
　
美
術
博
物
館
　
1
#8 

５
４
３
２

まずまず順調な復興�
53.0％�

予想以上の復興�
12.8％�

無回答�
4.8％�

わからない�
3.0％�

なんとも�
いえない�
9.8％�

復興が�
遅れている�
4.9％�

復興の遅れて�
いる部分が多い�
11.7％�

昭和昭和3030年頃の永保橋年頃の永保橋�昭和30年頃の永保橋�
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水道事業収入�
19億2,962万円（100％）�

水道料金収入�
12億8,853万円�
（67％）�

阪水からの水の�
購入費用�
6億7,631万円（34％）�

浄水費用�
（自己水）�
1億6,252万円�
（8％）�

水道管維持管理費用�
1億9,663万円�
（9％）�

水道事業運営費用�
3億1,667万円�
（16％）�

水道施設更新費用�
2億3,083万円�
（12％）�

受託工事費用�
3億2,692万円�
（17％）�

国等からの借入金利息�
5,983万円�
（3％）�

その他�
1,099万円�
（1％）�

受託工事収入�
3億2,544万円�
（17％）�

検査手数料等その他営業収入�
5,833万円�
（3％）�

分担金等その他営業外収入�
2億1,440万円�
（11％）� 特別利益�

4,292万円�
（2％）�

水道事業費用�
19億8,070万円（100％）�

平成10年度�
延べ患者数�
１日平均患者数�
病床利用率�
延べ患者数�
１日平均患者数�
診療日数�

80,638�
220�
85�

153,798�
627�
245

人�
.9人�
.5％�
人�
.7人�
日�

81,248�
222�
85�

149,639�
610�
245

人�
.6人�
.6％�
人�
.8人�
日�

△610�
△1�
△0�
4,159�
16�
０�

人�
.7人�
.1％�
人�
.9人�
日�

病院事業収益�
病院事業費用�
純　損　失�
累積欠損金�

49億   999万円�
51億   112万円�
１億9,113万円�
41億1,761万円�

48億4,166万円�
49億1,735万円�
7,569万円�

39億2,648万円�

6,833万円�
18,377万円�
△11,544万円�
19,113万円�

平成９年度� 増　　減�

入
　
院�

外
　
来�

平成10年度�
職員数�
給水人口�
総配水量�
自己水量�
阪水受水量�
有収水量�
有収率�
水道事業収益�
水道事業費用�
純利益�
累積欠損金�

44人�
76,670人�

10,831,373k�
2,026,943k�
8,804,430k�
10,080,645k�

93.07％�
19億2,962万円�
19億8,070万円�
△5,108万円�
６億1,077万円�

46人�
74,896人�

10,965,095k�
1,977,695k�
8,987,400k�
10,015,513k�

91.34％�
18億1,120万円�
19億   673万円�
△9,553万円�
５億5,969万円�

△２人�
1,774人�

△133,722k�
49,248k�

△182,970k�
65,132k�
1.73％�

１億1,842万円�
7,397万円�
―　　   �
5,108万円�

平成９年度� 増　　減�

放送時間
日・月・木
７：00

22：00

火・水・金・土
７：30

22：30

〜

〜

広報チャンネル番組ガイド9CH
　　　 

Ｃ

00分　ニッポン
みたまま

　　　　　　　　Ａ　
00分　あしやＮＯＷ（＊）

「環境美化への取り組み」
15分　フレッシュリポート（＊）「今、小

学校では１―21世紀の新しい教育」
30分　芦屋の人（＊）「河野はるみさん
（パーソナルカラーイメージコンサルタント）」
40分　暮らしの情報（＊）～いきいきヘ
ルスクリニック「骨粗しょう症編」
50分　ナレーション付き文字ニュース

名誉教授）②トークセッション「未来の子
供たちへと繋ぐ、人・街・地域」／パネリ
スト／タージン（タレント）／北浦浩（地
域アドバイザー）／真田保男（猪名川町長）
ほか●問い合わせ…阪神広域行政都市
「圏」協議会事務局（106-6489-6141）

┃こころ豊かな人づくり500人委員会
┃阪神セミナー
●日時…12月18日（土）13時30分～15時、
受付13時～●会場…西宮市甲東ホール●演
題…「違いがあってこそ…」●講師…イー
デス・ハンソン氏（アムネスティ・インター
ナショナル日本支部副支部長）●定員…
2 0 0 人●問い合わせ…阪神青少年本部
（106-6481-7641）

┃お聞かせください！あなたの意見を
┃「はんしん一日県庁」参加者募集
　「はんしん一日県庁」は県の幹部職員が、
21世紀の阪神地域の将来像についてご意見
・ご提言を直接お聞きし、県政に反映させ
ることを目的にしたものです。
　問い合わせは、阪神県民局企画調整・防
災・夢会議担当（106-6481-7641）へ。

┃社会保険労務事務講習
●日時…平成12年１月11日～３月23日の
の火・木曜日（全21日）10時～16時（全
日出席のこと）●会場…県立女性センター
●対象…出産・育児・介護等で退職を余儀
なくされ、現在就職活動中の女性●定員…
30人●申し込み…12月９日（木）10～ 12
時、13時～15時に本人が返信用はがきを持
参のうえ県立女性センターへ●問い合わせ
…県立女性センター（1078-360-8550）

┃捜査活動にご協力を！
①被害にあった時は必ず届け出を②事件か
なと思った時は110番を③聞き込み捜査にご
協力を④犯罪に関して知っていることは積
極的に通報を⑤指名手配被疑者の検挙にご
協力をお願いします。
　問い合わせは、芦屋警察署（123-0110）へ。

国民健康保険料（平成11年度第5期分）
　　　　　／保険年金課保険係　138-2035
国民年金（11月分保険料）
　　　　　／保険年金課年金係　138-2036
法人市民税・事業所税（9月30日決算の法
人等）　　　　／課税課管理係　138-2015
個人事業税（第2期分）
　／兵庫県西宮財務事務所　直税第１課　
　　　　　　　　　　　　 10798-23-7788

■訂正します
　昨年12月に配布しました『くらしのハン
ドブック』の11、117ページに掲載してい
ますラポルテ市民サービスコーナーの電話
番号は、正しくは131-3130です。お詫びい
たしますとともに、『くらしのハンドブッ
ク』の訂正をお願いします。
　また、本紙11月１日号７面に誤りがあり
ました。寄付の受入期間は正しくは、「９
月10日から10月７日まで」です。訂正しお
詫びいたします。

11月15日～２月15日　狩猟が解禁に

問
い
合
わ
せ
　
水
道
部
総
務
課
　
1
#8 

２
０
８
０

広報チャンネルに関する問い合わせ　広報課†38-2006／CATV加入に関する問い合わせ　CCA70120-181-344

■日・月・木…ＡＢＣ、火・金…ＣＡＢ、水・土…ＢＣＡ、の順に、２時間30分サイクルで放映しています。
　番組内容などは変更になる場合もありますのでご了承ください。　（＊）印の番組はビデオの貸し出しが可能です。

11／ 15（10:00～）～12／１（～10:00）

　

日　時　12月11日（土）午後１時30分～３時
会　場　市民センター音楽室
出　演　飯山友子（ソプラノ）／井上由香子（ピアノ）／

宮崎万里（バイオリン）
曲　目　日本の四季の歌／ショパン「小犬のワルツ」／
モーツァルト　モテット「踊れ喜べ　汝幸なる魂よ」／
クリスマスソング／「第九」を皆さんと歌いましょう
申し込み　往復はがきに参加者全員の氏名・住所・電話
番号を記入のうえ、11月26日（金）までに公民館へ

「名曲コンサート」

┃市長の資産等を公開します
　「政治倫理の確立のための芦屋市長の
資産等の公開に関する条例」に基づき、
市長の資産等報告書を11月18日（木）か
ら公開します。閲覧希望者は下記へ。
　問い合わせは、総務部総務課（138-
2010）へ。

┃愛の献血市民運動
●日時…11月28日（日）10時～16時●
会場…ＪＲ芦屋駅北側ラポルテ前広場●
問い合わせ…保健センター（131-1586）

┃文学に親しむつどい
●日時…11月26日（金）13時30～15時
●会場…市民センター401室●テーマ…
「中国古典にみる生と死～マーラーを聴
きながら」●講師…高野山大学教授・岸
田知子氏●定員…120人（直接会場へ）●
問い合わせ…公民館（135-0700）

┃スポーツ・青少年課からのお知らせ
＜平成12年芦屋市成人式＞
●日時…平成12年１月10日（月・祝）13
時～14時（予定）●会場…ルナ・ホール
●対象…昭和54年４月２日～昭和55年
４月１日に生まれたかた（12月１日現在、
住民基本台帳および外国人登録簿に記載・
登録されているかたに案内書を送付）
＜｢20歳の誓い｣発言者募集＞
　成人式で「新成人の抱負・決意等」を発
言していただく男女各２人を募集します。
　問い合わせは、スポーツ・青少年課
（122-0358）へ。

┃「第50回童美展」作品募集
●対象…小学校就学前の幼児●出品料…
１点70円（１人３点まで）●搬入・審査
…12月８日（水）10時～15時までに美
術博物館へ●応募要項…美術博物館、市
民センター、市役所受付、ラポルテ市民
サービスコーナーにて●問い合わせ…美
術博物館（138-5432）

┃ティータイムセミナー「生活を支援
┃するロボット開発について」
●日時…12月4日(土)14時～16時●会場
…ＡＣＡ会議室●費用…会員、学生500
円、非会員1,000円（お茶、お菓子付き）
●定員…50人（要予約）●講師…青木英
明氏（三洋電機メカトロニクス研究所）
●問い合わせ…国際交流協会（134-6340）

┃21世紀と共鳴するまちづくりを考える
┃シンポジウム
●日時…11月25日（木）13時30分～16
時20分●会場…猪名川町文化体育館・イ
ナホール●内容…①基調講演「世紀末お
もしろ街づくり談義」／森毅（京都大学

ＴＡＴＡＭＩサロン　おしゃべり音楽会

問い合わせ
  公民館　135-0700 （〒659-0068  業平町8-24）

総配水量…１年間に芦屋市内
へ配水した水の量
自己水量…芦屋市の浄水場で
つくられた水の量
阪水受水量…阪神水道企業団
から供給された水の量
有収水量…総配水量のうち料
金徴収の対象となった水の
量（工事後の管洗浄排水、
消火用および漏水を除いた
水の量）
有収率…総配水量に占める有
収水量の割合

■日時　１月12日（水）午後６時30分開演（午後６時開
場）■会場　ルナ・ホール　■出演　指揮・ヴァイオリ
ン／ヨハネス・ヴィルトナー  演奏／ウィーン交響楽団ヨ
ハンシュトラウスアンサンブル　ソプラノ／ミレーナ・
ルディフェリア　■プログラム　ワルツ｢美しく青きドナ
ウ」 、オペレッタ 「メリー・ウィドゥ」より“ヴィリア
の歌”ほか　■入場料　前売4,000円　当日4,500円（全
席自由）＊前売券売り切れの場合、当日券は発売しません　■チケット発売所　モンテ
メール大蓄、市民センター内グリル業平、セシリア楽器、市役所売店、文化振興財団事
務所、チケットぴあ、ローソンチケット

ウィ－ン交響楽団ヨハン・シュトラウスアンサンブル

【食生活フロア】減塩から適塩へ、カルシウム
を上手に摂取の展示／カルシウムを多く含む
食べ物試食コーナー

【健康づくりフロア】血糖値測定・活力年齢測
定コーナー／健康相談（医師、歯科医師、薬
剤師）／腰痛予防エクササイズ／成人病の栄
養指導・相談／結核・エイズ予防・薬物中毒・
衛生害虫パネル展示ほか

【福祉フロア】福祉機器の展示、介護教室、相
談、福祉給食の展示ほか

あしや健康福祉フェア
日　時　11月 27日(土)午前 10時～午後４時
会　場　保健センター、医師会医療センター

問い合わせ　保健センター　131-1586

ニュ－イヤ－コンサ－ト
【座談会とすこやか講演】（要予約）
内　容　①座談会「暮らしの中のこころのケ

　アを考える～芦屋で共に生きるた
　めに」　
②講演会―自らの健康をコントロー
　ルし、禁煙の効果を知ろう―

時　間　①午前10時 30分～正午
　　　　②午後１時30分～３時
会　場　①②とも医師会医療センター
講　師　①座長／精神科医・岩井圭司氏
　　　　②県立健康センター所長・河村剛史氏
【スタンプラリー】（抽選会）景品付き

平成10年度

工事および医療機器
取得に関する事項

＊建設改良工事および医療機器購
入の財源として年金積立金還元
融資を充当しています。

問い合わせ　芦屋病院　131-2156

建設改良工事

　北病棟空調設備改修設計委託

　
平
成
十
年
度
は
、
財
政
計
画
（
平
成
九

〜
十
二
年
度
）
の
二
年
目
に
あ
た
り
ま
す

が
、
財
政
計
画
上
の
純
損
失
は
、
一
億
千

九
百
万
円
の
単
年
度
赤
字
に
対
し
、
決
算

上
の
純
損
失
は
、
五
千
百
八
万
円
に
と
ど

ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
用
地
の
売
却
に

よ
る
特
別
利
益
と
職
員
の
欠
員
不
補
充
に

よ
る
人
件
費
の
抑
制
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
給
水
人
口
は
、
七
万
六
千
六
百
七
十
人

で
前
年
度
よ
り
千
七
百
七
十
四
人
の
増
加

と
な
り
ま
し
た
が
、
震
災
前
の
給
水
人
口

約
八
万
六
千
人
に
比
べ
る
と
ま
だ
約
一
万

人
の
か
た
が
戻
ら
れ
て
い
な
い
と
い
え
ま

す
。

　
収
支
面
で
は
、
給
水
料
金
収
入
、
受
託

工
事
収
入
や
分
担
金
収
入
等
の
総
収
益
が
、

十
九
億
二
千
九
百
六
十
二
万
円
で
、
一
方

人
件
費
、
物
件
費
や
阪
神
水
道
企
業
団

（
阪
水
）
か
ら
の
受
水
費
等
の
総
費
用
が
、

十
九
億
八
千
七
十
万
円
で
差
引
収
支
は
前

述
の
と
お
り
五
千
百
八
万
円
の
純
損
失
が

生
じ
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
累
積
赤
字
は

六
億
千
七
十
七
万
円
と
な
り
、
さ
ら
に
厳

し
い
経
営
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
事
業
面
で
は
、
奥
池
地
区
の
配
水
能
力

を
増
強
す
る
た
め
、
急
速
ろ
過
機
一
基
増

設
を
主
と
す
る
奥
池
浄
水
場
拡
張
工
事
に

着
手
し
ま
し
た
。
ま
た
、
年
次
計
画
で
進

め
て
い
ま
す
老
朽
管
の
改
良
工
事
を
施
工

し
、
出
水
不
良
や
濁
水
の
解
消
に
努
め
ま

し
た
。

　
水
道
部
で
は
、
今
後
と
も
良
質
な
水
の

安
定
供
給
と
経
営
の
健
全
化
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
平
成
十
年
度
は
、
七
月
か
ら
救
急
指
定

を
受
け
、
内
科
、
小
児
科
で
夜
間
の
体
制

の
強
化
を
図
り
、
救
急
医
療
の
充
実
に
努

め
ま
し
た
。
ま
た
、
医
療
機
器
、
医
療
備

品
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
た
め
、
Ｃ
Ｒ

装
置
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
放
射
線
撮
影

シ
ス
テ
ム
）
、
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
モ
ニ
タ
ー

一
式
お
よ
び
電
動
ベ
ッ
ド
を
購
入
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
外
来
棟
に
各
種
催
し
の
情
報

等
を
知
ら
せ
る
た
め
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ボ
ー
ド
（
電
光
掲
示
板
）
を
設
置
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
入
院
患
者
数
は
八
万
六
百
三
十
八
人
と

前
年
度
よ
り
六
百
十
人
減
少
し
、
外
来
患

者
数
は
十
五
万
三
千
七
百
九
十
八
人
と
前

年
度
よ
り
四
千
百
五
十
九
人
の
増
加
と
な

り
ま
し
た
。

　
経
営
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
総
収
益

四
十
九
億
九
百
九
十
九
万
円
、
総
費
用
は

五
十
一
億
百
十
二
万
円
で
差
し
引
き
一
億

平成10年度
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〜
さ
ら
に
厳
し
い
経
営
状
況
〜

～信頼され、選ばれる市民病院をめざして～

問い合わせ   文化振興財団事業部　131-4962

九
千
百
十
三
万
円
（
前
年
度
は
七
千
五

百
六
十
九
万
円
）
の
純
損
失
と
な
り
、

累
積
欠
損
金
は
四
十
一
億
千
七
百
六
十

一
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
病
院
事
業
の
経
営
は
、
依
然
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
「
信

頼
さ
れ
、
選
ば
れ
る
市
民
病
院
を
め
ざ

し
て
」
を
テ
ー
マ
に
日
々
努
力
し
運
営

を
行
い
ま
す
。

　もしイノシシが近づいたら
①逃げずに、大きく手を振り、追い払う。
②石を投げたり、棒でつついたりしない（危害を加え
ると危険）。

③荷物を地面に置かない（木の枝等高い所へ置く）。
④スーパー等の白い袋を見せない（食べ物があると

えさ

思ってついてくる）。絶対に餌を与えない。
⑤生ごみを前日から出さない（夜行性のため）。

　阪神・淡路大地震の被災地10市10町、議会などは11
月30日までトルコ北西部大地震と同様に台湾大地震の
被災者支援のため義援金募集を行っています。市では
募金箱を下記の公共施設に設置しています。
　市役所保健福祉部総務課窓口、分庁舎、女性セン
ター、ラポルテ市民サービスコーナー、上宮川文化セ
ンター、保健センター、打出教育文化センター、市民
センター、体育館・青少年センター、図書館、谷崎潤
一郎記念館、美術博物館、市立芦屋病院、海浜公園
プール（Ｂ＆Ｇ財団芦屋海洋センター）
　トルコ大地震の義援金募集は、10月31日で終了し、
義援金は1,635,912円となりました。皆様の温かいご支
援に感謝します。トルコ大地震の義援金は、「震災遺
児・孤児を支援するための資金」という使途でトルコ
へ送ることが「トルコ・台湾大地震兵庫県義援金募集
委員会」で決定しています。

問い合わせ　保健福祉部総務課　138-2040

台湾大地震義援金募集中
～トルコ大地震義援金に1,635,912円～

問い合わせ　消防本部予防課　138-2098

　県下において、言葉巧みに出入りの消火器点検業者
を装って、契約書（預かり書）を作成・署名させたう
え、不適切な点検の実施、高額な点検料金の請求など
のトラブルが増えています。消防本部・消防署では、
消火器の販売は一切していません。ご注意ください。
予防策として
①会社等の場合、自社と契約のある業者か確認する。
②契約書をよく読み不用意にサインをしない。
③消火器のラベルに表示された業者名を使う場合があ
るので、きちんとした契約に基づくものかどうかを
確認する。

④不審な場合はハッキリ断る。

消火器の不適正な

訪問点検にご注意！

問い合わせ　経済課　138-2033

経済課からお知らせ

イノシシに注意

■水道事業費用■水道事業収入

　狩猟者、ハイカーの皆さんは目立つ服を着用するな
ど十分に気をつけて事故防止に努めましょう。また、

わな

狩猟者は罠には決められた標識を付け、見回りの励行
をお願いします。

～思いやりあふれる　たのしい暮らし～

医療機器購入

　セントラルモニター一式
　マイクロ波手術器セット

ろ

　持続緩除式血液濾過装置
　患者監視装置一式
　外来用手術顕微鏡
　十二指腸ビデオスコープ
　上部消化管汎用スコープ
　ＣＲ装置
　生化学分析装置
　電動ベッド40台
　　　　　　　　　　他22件

お　し　ら　せ

納　 期 11月30日まで

毎月20日は�

「阪神地域ノーマイカーデー」�

　　　　　　　   
Ｂ

00分　市民プロデュース番組（＊）
「子どもたち もっとみんなで
遊ぼうよ！」

20分　あしや自然百科⑧（再）（＊）
「芦屋の山野の実１」

30分　広報カメラ撮りっきり（＊）
「伊勢幼稚園」
「ふれあい運動会」　

50分　文字放送（ごみ、救急当番医）

入院収益�
25億7,781万円�
（52.5％）�

給与費�
26億7,858万円�
（52.5％）�

室料差額、人間ドック等�
その他営業収益�
3億8,947万円（7.9％）�

一般会計からの補助金・負担金�
5億5,357万円（11.3%）�

その他�
5,503万円（1.1％）�

■病院事業収益�

■病院事業費用�

その他�
2億222万円（4.0％）�

国からの借入金などの支払利息�
1億3,905万円（2.7%）�

減価償却費�
2億924万円（4.1%）�

機器保守、清掃、光熱水費�
などの経費�
6億852万円（11.9％）�

薬品および診療、�
給食などの材料費�
12億6,351万円�
（24.8％）�

外来収益�
13億3,411万円�
（27.2％）�


